
The Outdoor CompanyTM

発行所／社団法人日本オート・キャンプ協会
（〒160－0008）東京都新宿区三栄町12（清重ビル 2 Ｆ）
電 話03－3357－2851、FAX03－3357－2850、発 行 人・長 谷 川
純三、年間購読料3600円（送料共）1 部300円（送料60円）

URL:http://www.autocamp.or.jp
E-mail:jac@autocamp.or.jp

この刊行物は宝くじの普及宣伝事業として作成されたものです。

第178号
2010年（平成22年）12月15日〈毎月1回15日発行〉

平成 8年 9月 9日
第三種郵便物認可（ （

　

日
本
・
韓
国
・
台
湾
の
持
ち
回
り
で
行
わ
れ
る
、
ア
ジ
ア
の
キ
ャ
ン
プ
の
祭
典
「
ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ

ッ
ク
キ
ャ
ン
プ
大
会
」
が
11
月
11
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
、
台
湾
の
景
勝
地
「
三
峡
」
で
開
催
さ
れ
た
。

日
本
か
ら
も
16
名
が
参
加
。
今
回
か
ら
中
国
の
参
加
者
も
加
わ
り
、
キ
ャ
ン
プ
を
通
し
た
ア
ジ
ア
の
連
帯

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
広
が
っ
た
。
中
国
の
加
盟
で
ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
大
会
は
、
今
後
大
き
く
変
わ

っ
て
い
く
と
見
ら
れ
る
。（
詳
細
2
面
）

全国年越しキャンプ場    
（
6
面
）

ア
ジ
ア
大
会

中
国
も
参
加

写
真
上
は
参
加
各
国
の
旗
が
並
ぶ
開
会
式
。
左
は
小
雨
の
降
る
中
で
入
場
行
進

の
後
、
開
会
式
会
場
に
並
ぶ
参
加
者
。
右
は
小
旅
行
で
訪
れ
た
花
博
会
場
。



２０１０年（平成２２年）１２月１５日 第１７８号　　（ 2）（第三種郵便物認可）

上・風船で飾られた大会会場受付
下・会場のプールサイドで行われたコンサート。

　

第
13
回
ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ

ィ
ッ
ク
ラ
リ
ー
が
中
華
民
国

露
営
休
閑
車
協
会
（
Ｆ
Ｃ
Ｃ

Ｃ
）
の
主
催
で
、
去
る
11
月

11
日
（
木
）
〜
15
日
（
月
）

に
台
湾
の
皇
后
鎮
森
林
で
開

催
さ
れ
た
。
皇
后
鎮
森
林
は

景
勝
の
地
の
三
峡
に
あ
り
、

桃
園
国
際
空
港
か
ら
車
で
約

1
時
間
ほ
ど
の
所
に
位
置
す

る
。
円
形
プ
ー
ル
と
レ
ス
ト

ラ
ン
を
中
心
と
し
て
、
ま
わ

り
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
サ
イ

ト
、
左
右
に
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
サ
イ
ト
、
ト
レ
ー
ラ
ー

ハ
ウ
ス
、
テ
ン
ト
サ
イ
ト
な

ど
を
配
し
た
自
然
豊
か
な
キ

ャ
ン
プ
場
で
あ
っ
た
。

　

大
会
会
場
は
11
日
に
オ
ー

プ
ン
し
、
日
本
か
ら
は
Ｎ
Ｆ

Ｃ
の
島
西
・
須
藤
・
平
野
氏

ら
6
名
が
先
入
り
し
、
地
元

台
湾
の
キ
ャ
ン
パ
ー
も
続
々

と
集
結
し
始
め
、
大
会
の
雰

囲
気
が
徐
々
に
高
ま
っ
て
い

っ
た
。

　

12
日
に
は
、
陶
器
博
物
館

や
三
峡
の
古
い
街
並
み
を
巡

第
13
回
ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

ラ
リ
ー
台
湾
大
会

る
日
帰
り
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ

た
。

　

13
日
の
大
会
開
会
式
は
午

後
6
時
か
ら
、
キ
ャ
ン
プ
場

の
入
口
脇
に
設
け
ら
れ
た
ス

テ
ー
ジ
で
行
な
わ
れ
た
。
開

会
式
に
先
立
ち
、
国
際
キ
ャ

ン
ピ
ン
グ
＆
キ
ャ
ラ
バ
ニ
ン

グ
連
盟
（
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）
の
旗

と
ジ
ョ
ア
ン
・
ア
ル
ヴ
ェ
ス

・
ペ
レ
イ
ラ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
会
長

を
先
頭
に
各
国
の
プ
ラ
カ
ー

ド
と
ク
ラ
ブ
旗
を
掲
げ
た
参

加
キ
ャ
ン
パ
ー
全
員
が
、
あ

い
に
く
の
雨
の
中
、
夕
闇
迫

る
場
内
を
パ
レ
ー
ド
し
た
。

　

開
会
式
は
、
参
加
各
国
・

ク
ラ
ブ
の
代
表
が
斧
で
ロ
ー

プ
を
カ
ッ
ト
し
て
ス
テ
ー
ジ

の
背
景
を
覆
う
垂
れ
幕
を
引

き
上
げ
る
と
い
う
趣
向
を
凝

ら
し
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
始

ま
っ
た
。

　

最
初
に
張
德
源
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

理
事
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
に

引
き
続
き
、
張
志
鵬
ア
ジ
ア

・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
委
員
会
委

員
長
（
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
基
金
管
理

委
員
長
）
か
ら
歓
迎
の
挨

拶
。
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
旗
の
掲
揚
が

行
わ
れ
た
後
、
ペ
レ
イ
ラ
Ｆ

Ｉ
Ｃ
Ｃ
会
長
の
開
会
宣
言
に

合
わ
せ
て
会
場
後
方
か
ら
大

音
響
と
と
も
に
打
ち
上
げ
ら

れ
た
花
火
が
夜
空
を
飾
っ

た
。
そ
し
て
、
会
場
を
レ
ス

ト
ラ
ン
に
移
し
て
の
歓
迎
デ

ィ
ナ
ー
で
開
会
式
は
締
め
く

く
ら
れ
た
。

ぞ
か
せ
る
ほ
ど
に
回
復
し
、

参
加
者
一
同
の
ん
び
り
と
花

博
会
場
の
散
策
を
楽
し
ん

だ
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
に
帰
着
後
、

夕
方
か
ら
閉
会
式
が
行
な
わ

れ
た
。
閉
会
式
で
は
Ｆ
Ｉ
Ｃ

Ｃ
お
よ
び
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
か
ら
参

加
協
会
・
ク
ラ
ブ
に
記
念
の

盾
が
贈
ら
れ
、
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
旗

が
ベ
ー
ト
ベ
ン
交
響
曲
第
9

を
打
ち
な
が
ら
、
あ
っ
ち
こ

っ
ち
に
出
向
き
、
ま
た
来
客

を
迎
え
て
の
熱
い
交
流
が
続

け
ら
れ
た
。
プ
ー
ル
サ
イ
ド

の
ス
テ
ー
ジ
で
は
大
学
生
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
ア
コ
ー
ス
テ

ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り

が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
は
翌

朝
の
別
れ
を
惜
し
む
よ
う
に

夜
遅
く
ま
で
、
流
れ
る
歌
声

に
耳
を
傾
け
た
。
ス
テ
ー
ジ

日本オート・
キャンプ協会
事務局長
小俣幸男

中
国
参
加
で

交
流
拡
が
る

　

14
日
は
、
台
北
市
内
で
開

催
さ
れ
て
い
る
国
際
花
博
覧

会
へ
の
日
帰
り
ツ
ア
ー
が
行

わ
れ
た
。
花
博
が
始
ま
っ
て

最
初
の
日
曜
日
の
た
め
、
大

変
な
賑
わ
い
で
、
ど
の
パ
ビ

リ
オ
ン
も
1
〜
2
時
間
待
ち

の
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い

る
。
天
気
も
太
陽
が
顔
を
の

番
「
歓
喜
の
歌
」
の
ギ
タ
ー

演
奏
で
降
納
さ
れ
た
。

　

閉
会
式
の
後
で
は
、
台
湾

キ
ャ
ン
パ
ー
の
方
た
ち
が
そ

れ
ぞ
れ
手
作
り
の
料
理
を
用

意
し
、
中
央
プ
ー
ル
サ
イ
ド

で
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
が

開
か
れ
た
。
皆
各
テ
ー
ブ
ル

で
心
づ
く
し
の
料
理
に
舌
鼓

で
は
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
に
も
加
盟

す
る
島
西
哲
氏
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

の
ク
ラ
ブ
員
と
し
て
参
加
し

た
大
久
保
國
一
氏
が
Ｆ
Ｃ
Ｃ

Ｃ
の
永
年
会
員
等
で
表
彰
さ

れ
参
加
者
一
同
か
ら
祝
福
の

拍
手
を
受
け
た
。

　

今
回
の
ア
ジ
ア
大
会
は
、

今
年
6
月
に
行
わ
れ
た
Ｆ
Ｉ

文
化
発
展
協
会
（
Ｃ
Ｓ
Ｌ
Ｃ

Ｄ
Ａ
）
が
初
め
て
参
加
し
た

大
会
で
、
中
国
か
ら
の
参
加

を
各
国
が
歓
迎
し
た
。

　

ま
た
、
13
日
夜
の
、
今
後

の
ア
ジ
ア
大
会
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
る
「
ア
ジ
ア
・
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
委
員
会
」
で
は

2
0
1
1
年
の
韓
国
大
会
に

認
さ
れ
る
な
ど
今
大
会
は
、

ア
ジ
ア
に
お
け
る
相
互
交
流

を
図
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の

大
会
の
拡
が
り
を
示
し
た
貴

重
な
大
会
で
あ
っ
た
。

　

参
加
者
の
総
数
は
4
1
2

名
。
台
湾
以
外
の
国
か
ら
は

Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
ペ
レ
イ
ラ
会
長

（
ポ
ル
ト
ガ
ル
）
を
は
じ
め

韓
国
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
キ
ャ
ラ

バ
ニ
ン
グ
連
盟
7
名
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
Ｓ
Ｆ
キ
ャ
ラ
バ

ン
1
名
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
2

名
、
中
国
の
Ｃ
Ｓ
Ｌ
Ｃ
Ｄ
Ａ

1
名
、
ま
た
、
日
本
か
ら

は
、
日
本
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン

プ
協
会
・
長
谷
川
会
長
、
根

岸
専
務
理
事
、
明
瀬
常
任
理

事
（
ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
委
員
会
事
務
局
長
）、
松

永
常
任
理
事
、
金
子
理
事

（
国
際
委
員
長
）、
小
俣
事

務
局
長
、
須
藤
（
国
際
委

員
、
Ｎ
Ｆ
Ｃ
）
夫
妻
、
島
西

夫
妻
（
Ｎ
Ｆ
Ｃ
）、
平
野
夫

妻
（
Ｎ
Ｆ
Ｃ
）、桜
田
（
J
A 

C
）
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
4
人
）

の
計
16
名
が
参
加
し
た
。

Ｃ
Ｃ
総
会
で
入
会
が
承
認
さ

れ
た
中
国
の
中
国
体
育
休
閑

続
き
、
2
0
1
2
年
に
は
中

国
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
確

今回日本から参加したメンバー。上海在住の桜
田さんは家族で参加。

上・場内の案内表示。「汽車露営区」はキャン
ピングカーサイトをさす。下・日本のものと間
違えそうな台湾のサイトの風景。



11月に行われたアジア大会の閉会式
で、FICC会長のジョアオ・ペレイラ
氏（右）から記念の盾受け取る中国か
ら参加した胡京梅氏（左）。

あかせかずひろ・FICCア
ジアパシフィック委員会事
務局長。元FICC理事で日
本オート・キャンプ協会常
任理事。
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今
年
、
国
際
キ
ャ
ン
ピ
ン

グ
＆
キ
ャ
ラ
バ
ニ
ン
グ
連
盟

（
F
I
C
C
）
に
中
国
の
団

体
が
加
盟
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
を
聞
い
て
ど
の
よ
う
な
感

想
を
も
ち
ま
し
た
か
。

　

今
年
3
月
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル

で
開
催
さ
れ
た
F
I
C
C
の

理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
の
で

す
が
、
中
国
が
加
盟
し
て
ア

ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
の
一

員
に
な
る
こ
と
は
私
に
と
っ

て
長
年
の
夢
で
し
た
か
ら
と

て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
中
国
が
加
盟
し

て
い
な
か
っ
た
理
由
は
な
ん

で
す
か
。

　

F
I
C
C
に
は
ア
ジ
ア
か

ら
日
本
、
台
湾
、
韓
国
の
3

カ
国
が
加
盟
し
て
い
ま
す
が

ご
承
知
の
よ
う
に
中
華
人
民

共
和
国
は
「
一
つ
の
中
国
」

の
原
則
を
主
張
し
、
台
湾
を

国
と
し
て
認
め
な
い
立
場
を

取
っ
て
い
ま
す
。
過
去
何
回

か
F
I
C
C
は
中
国
と
接
触

し
、
中
国
の
加
盟
を
図
り
ま

し
た
が
、
中
国
が
F
I
C
C

か
ら
台
湾
の
除
名
を
求
め
た

た
め
に
進
展
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
回
中
国
側
が
初
め
て

台
湾
の
存
続
を
認
め
る
と
い

う
柔
軟
な
姿
勢
を
示
し
た
た

め
に
F
I
C
C
加
盟
が
実
現

し
た
も
の
で
す
。

　

中
国
か
ら
加
盟
し
た
の
は

ど
の
よ
う
な
団
体
な
の
で
し

ょ
う
か
。

　

団
体
の
名
称
は
、
中
国
語

で
「
中
国
体
育
休
閑
文
化
発

展
協
会
」（C

h
i
n
a

 

S
p
o
rts 

L
e
is
u
re

 C
u
ltu
re

 

D
e
v
e
lo
p
m
e
n
t 

A
sso
c
ia
tio
n

）
と
言

い
ま
す
。
中
国
で
関
心
が
高

ま
り
つ
つ
あ
る
観
光
・
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
の
発
展

を
、
と
り
わ
け
ア
ウ
ト
ド
ア

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

に
焦
点
を
お
い
て
推
進
し
て

い
こ
う
と
い
う
団
体
で
す
。

　

中
国
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

の
現
状
を
教
え
て
下
さ
い
。

　

高
度
経
済
成
長
下
に
あ
る

中
国
は
ち
ょ
う
ど
日
本
で
オ

ー
ト
キ
ャ
ン
プ
が
誕
生
し
た

1
9
6
0
年
代
に
類
似
し
た

状
況
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

し
か
し
当
時
の
日
本
と
大
き

く
異
な
る
の
は
、
中
国
で
は

す
で
に
キ
ャ
ン
プ
産
業
が
高

度
に
発
達
し
て
い
る
と
い
う

点
で
す
。
中
国
に
は
キ
ャ
ン

ピ
ン
グ
カ
ー
、
テ
ン
ト
、
フ

ァ
ニ
チ
ャ
ー
な
ど
の
メ
ー
カ

ー
が
多
数
存
在
し
て
お
り
世

界
中
に
輸
出
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
売
ら
れ
て
い
る
キ
ャ

ン
プ
用
具
も
大
部
分
が
中
国

製
で
す
。
ま
た
中
国
R
V
キ

ャ
ン
ピ
ン
グ
（
C
R
V
C
）

と
い
う
企
業
は
現
在
キ
ャ
ン

ピ
ン
グ
カ
ー
を
年
間
3
0
0 

0
台
生
産
し
て
お
り
、
ア
ジ

ア
最
大
の
R
V
メ
ー
カ
ー
と

な
っ
て
い
ま
す
。
オ
ー
ト
キ

ャ
ン
プ
場
も
各
地
に
あ
り
、

中
国
政
府
は
今
後
5
年
以
内

に
国
立
公
園
な
ど
の
景
勝
地

を
中
心
に
8
0
0
ヵ
所
の
オ

ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
を
建
設
す

る
計
画
で
あ
る
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

中
国
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

は
経
済
状
況
同
様
に
著
し
い

中
国
F
I
C
C
加
盟
の
影
響

ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
委
員
会
事
務
局
長　

明
瀬
一
裕
氏

世
界
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

が
大
き
く
変
わ
る

伸
び
を
見
せ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
今
後
と
も
発

展
を
続
け
る
と
思
わ
れ
ま
す

か
そ
れ
と
も
一
時
的
な
も
の

と
考
え
ま
す
か
。

　

今
後
も
間
違
い
な
く
発
展

し
ま
す
。
な
ん
と
言
っ
て
も

中
国
は
人
口
が
日
本
の
約
10

倍
、
国
土
面
積
は
日
本
の
約

25
倍
あ
り
、
し
か
も
G
D
P

で
は
日
本
を
追
い
抜
き
世
界

2
位
、
自
動
車
の
販
売
台
数

に
至
っ
て
は
ア
メ
リ
カ
を
抜

な
ど
ア
ジ
ア
の
他
の
国
々
も

F
I
C
C
に
加
盟
す
る
で
し

ょ
う
。
そ
う
な
れ
ば
F
I
C 

C
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
構
想
に

基
づ
き
、
現
在
ア
ジ
ア
支
部

と
し
て
機
能
し
て
い
る
「
ア

ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
委
員

会
」
は
「
ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ

ィ
ッ
ク
連
盟
」
と
な
り
、
現

在
F
I
C
C
の
中
核
を
な
し

て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
「
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
連
盟
」
と
な
り
、

F
I
C
C
自
体
は
そ
れ
ら
の

2
0
1
2
年
に
中
国
で
第
15

回
ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

ア
ジ
ア
に
と
っ
て
も
F
I
C 

C
に
と
っ
て
も
大
変
歴
史
的

な
意
義
の
あ
る
決
定
で
す
。

　

し
か
し
政
治
的
な
レ
ベ
ル

で
中
国
と
台
湾
の
関
係
に
は

大
き
な
障
害
が
あ
り
ま
す
。

現
在
中
国
側
は
台
湾
に
2
つ

の
条
件
を
出
し
て
い
ま
す
。

第
1
に
、
台
湾
の
国
旗
は
中

バ
ー
に
と
っ
て
容
易
に
は
受

け
入
れ
が
た
い
要
求
で
あ

り
、
今
後
な
ん
ら
か
の
解
決

案
を
探
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

日
本
と
中
国
間
の
他
、
ア

ジ
ア
の
国
際
関
係
は
、
こ
こ

数
ヶ
月
で
こ
れ
ま
で
に
な
い

ほ
ど
緊
張
感
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
キ
ャ
ン
プ
は
そ
う

西
に
分
断
さ
れ
た
冷
戦
時
代

に
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
西

側
で
開
催
さ
れ
た
と
き
は
チ

ャ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
な
ど
の

社
会
主
義
国
か
ら
東
西
の
壁

を
越
え
て
参
加
し
、
東
側
で

い
て
世
界
1
位
で
す
。
近
い

将
来
中
国
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
人
口
は
日
本
を
は
る
か
に

上
回
る
で
し
ょ
う
。

　

中
国
の
加
盟
は
ア
ジ
ア
・

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
委
員
会
に
大

き
な
影
響
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
委
員
会
や
ア
ジ
ア
・

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
大
会
は
ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
と
お

考
え
で
す
か
。

　

こ
れ
ま
で
ア
ジ
ア
で
は
日

本
、
台
湾
、
韓
国
の
3
か
国

持
ち
回
り
で
毎
年
ア
ジ
ア
・

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
大
会
を
開
催

し
て
き
ま
し
た
が
、
中
国
の

加
盟
に
よ
り
4
か
国
で
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
中
国
の
加
盟
に
刺
激
さ

れ
て
、
イ
ン
ド
、
タ
イ
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

上
部
機
関
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
現
在
続
け
ら
れ
て
い

る
ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

大
会
は
「
世
界
大
会
」
と
な

り
F
I
C
C
世
界
大
会
は
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
で
開
催

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
場
合
に
中
国
が
ア
ジ
ア

の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
ア
ジ

ア
連
盟
を
引
っ
張
っ
て
い
く

の
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ

う
。

　

今
後
ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ

ッ
ク
大
会
は
中
国
を
含
め
た

4
か
国
で
開
催
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
台
湾
と
の
関

係
で
何
か
問
題
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

今
年
11
月
に
台
湾
で
行
な

わ
れ
た
ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ

ッ
ク
委
員
会
の
会
議
で

国
内
に
持
ち
込
ん
で
は
な
ら

な
い
。
第
2
に
、「
中
華
民

国
」
の
名
称
を
使
用
し
て
は

な
ら
な
い
。
こ
れ
は
現
在

F
I
C
C
に
加
盟
し
て
い
る

中
華
民
国
露
営
協
会
に
名
称

の
変
更
を
求
め
る
も
の
で

す
。
い
ず
れ
も
台
湾
の
メ
ン

し
た
状
況
を
わ
ず
か
で
も
緩

和
さ
せ
る
な
ど
何
ら
か
の
役

目
を
持
つ
と
思
い
ま
す
か
。

　

1
9
3
3
年
に
初
め
て
イ

ギ
リ
ス
で
開
催
さ
れ
た

F
I
C
C
世
界
大
会
は
第
二

次
大
戦
後
、
鉄
の
カ
ー
テ
ン

に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
東

開
催
さ
れ
た
と
き
は
西
側
諸

国
か
ら
多
数
の
キ
ャ
ン
パ
ー

が
参
加
し
て
相
互
の
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
そ
れ
は
F
I 

C
C
の
歴
史
の
最
も
偉
大
な

部
分
で
す
。
こ
の
F
I
C
C

の
精
神
を
ア
ジ
ア
で
実
現
す

る
こ
と
が
ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ

ィ
ッ
ク
委
員
会
の
使
命
で
す

が
、
今
回
の
中
国
加
盟
は
そ

の
成
果
で
あ
り
、
未
来
に
向

け
て
の
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
で

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
関
連
し
た
エ
ピ
ソ

ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
2
0
0 

2
年
に
韓
国
の
東
海
市
で

F
I
C
C
世
界
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
と
き

F
I
C
C
会
長
を
団
長
と
す

る
大
陸
横
断
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

が
F
I
C
C
本
部
の
あ
る
ベ

ル
ギ
ー
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に

集
結
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ヘ

ル
シ
ン
キ
、
ロ
シ
ア
の
モ
ス

ク
ワ
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク

を
経
由
し
中
国
に
入
り
、
そ

し
て
北
朝
鮮
を
通
っ
て
東
海

市
に
入
る
と
い
う
遠
大
な
計

画
を
立
て
ま
し
た
。
そ
の
た

め
に
F
I
C
C
は
北
朝
鮮
入

国
ビ
ザ
の
発
給
を
中
国
政
府

経
由
で
申
請
し
ま
し
た
。
北

朝
鮮
政
府
の
反
応
は
思
い
が

け
ず
好
意
的
で
し
た
が
、
折

悪
し
く
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が

北
朝
鮮
を
敵
対
視
す
る
政
策

を
取
っ
た
た
め
に
態
度
を
硬

化
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
た
め

計
画
は
変
更
さ
れ
モ
ス
ク
ワ

か
ら
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー

と
人
を
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
運

び
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
か

ら
フ
ェ
リ
ー
で
韓
国
に
入
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
中
国
が
F
I
C
C

に
加
盟
し
た
こ
と
に
よ
り
北

朝
鮮
が
キ
ャ
ン
パ
ー
に
対
し

て
門
戸
を
開
く
可
能
性
が
再

び
生
ま
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
変
化
は

F
I
C
C
や
ア
ジ
ア
以
外
の

加
盟
国
に
は
ど
の
よ
う
な
影

響
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す

か
。

　

近
い
将
来
、
ア
ジ
ア
は
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
お
よ
び
北
米
と
並

ぶ
キ
ャ
ン
プ
大
陸
と
な
り
ま

す
。
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は

ア
ジ
ア
は
陸
続
き
な
の
で
、

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
や
ロ
シ
ア
を

経
由
し
て
大
陸
横
断
キ
ャ
ン

プ
ツ
ー
リ
ン
グ
が
盛
ん
に
な

る
で
し
ょ
う
。
世
界
の
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
は
歴
史
の
新
し

い
局
面
に
入
り
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

（
聞
き
手
・
編
集
部
）
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キ
ャ
ン
プ
場
経
営
者
が
一
堂
に
会
し
情
報
交
換
な
ど
を
行
う
「
キ
ャ
ン
プ
場
経
営
者
研
究

会
」
が
12
月
6
日
・
7
日
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　

研
究
会
は
ガ
ル
ヴ
ィ
編
集
長
・
沖
田
雅
生
氏
に
よ
る
講
演
、
参
加
キ
ャ
ン
プ
場
の
事
例
紹

介
と
2
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
討
議
す
る
分
化
会
と
全
体
会
の
3
つ
の
内
容
に
分
け
て

行
わ
れ
、
そ
れ
以
外
の
時
間
に
も
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
の
会
話
が
さ
れ
る
な
ど
、
非

常
に
濃
い
2
日
間
と
な
っ
た
。

　

夏
休
み
中
の
イ
ベ
ン
ト
キ

ャ
ン
プ
や
子
供
会
な
ど
の
団

体
利
用
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の

団
体
利
用
の
形
を
変
え
、
キ

ャ
ン
プ
場
の
ス
タ
ッ
フ
で
各

種
の
体
験
教
室
を
実
施
で
き

る
体
制
を
整
え
、
学
校
な
ど

教
育
旅
行
を
要
望
す
る
団
体

に
向
け
て
、
大
規
模
な
「
林

間
学
校
」「
体
験
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
」
を
実
施
。
ま
た
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
行
え
る
ス

タ
ッ
フ
の
派
遣
な
ど
も
行
っ

「団体利用の勧誘・
　　ペットの対応」
羽鳥湖高原レジーナの森
チーフ 志村正樹氏

事
例
発
表

　

ガ
ル
ヴ
ィ
の
読
者
の
年
齢

層
を
見
て
い
く
と
、
10
年
前

の
読
者
の
平
均
年
齢
は
、
30

代
後
半
だ
っ
た
が
最
近
で
は

30
代
前
半
に
移
っ
て
お
り
、

若
返
り
の
傾
向
が
見
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
読

者
だ
け
で
な
く
一
般
的
に
キ

ャ
ン
パ
ー
の
年
齢
に
も
当
て

は
ま
る
と
思
う
。

　

2
0
0
2
年
の
学
校
週
休

2
日
制
が
始
ま
っ
た
頃
か
ら

だ
と
思
う
が
、
キ
ャ
ン
プ
の

目
的
が
少
し
ず
つ
変
化
し
て

き
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

そ
れ
ま
で
は
キ
ャ
ン
プ
そ
の

も
の
を
目
的
に
し
て
い
た
が

ア
ウ
ト
ド
ア
で
何
か
を
す
る

た
め
に
、
車
で
出
か
け
て
キ

ャ
ン
プ
を
す
る
と
い
う
よ
う

に
少
し
ず
つ
変
化
し
て
き
た

よ
う
に
感
じ
て
い
る
。

　

キ
ャ
ン
プ
は
元
来
、
都
会

の
喧
噪
や
、
ス
ト
レ
ス
か
ら

逃
れ
、
自
然
の
持
つ
優
し
さ

や
癒
し
、
心
地
良
さ
を
求
め

て
ア
ウ
ト
ド
ア
に
出
か
け
る

も
の
で
、
自
然
の
中
で
く
つ

ろ
ぐ
た
め
に
出
か
け
る
モ
ノ

だ
っ
た
。
そ
う
し
た
以
前
の

情
報
に
溢
れ
た
2
日
間

キ
ャ
ン
プ
場
経
営
者
研
究
会

キ
ャ
ン
プ
と
比
較
す
る
と
、

自
然
の
中
で
「
積
極
的
に
遊

ぶ
」
こ
と
を
求
め
て
キ
ャ
ン

プ
に
行
く
人
が
増
え
、
近
年

で
は
そ
う
し
た
人
が
主
流
に

な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
最
近
の
キ
ャ
ン

パ
ー
の
特
徴
と
し
て
、
た
だ

キ
ャ
ン
プ
を
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
用
品
や
ウ
ェ
ア
な
ど

「
自
分
の
キ
ャ
ン
プ
ス
タ
イ

ル
」
に
こ
だ
わ
り
を
持
っ
た

キ
ャ
ン
パ
ー
が
増
え
て
い
る

こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ

は
野
外
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
（
野
フ
ェ
ス
）
な
ど
の
影

響
が
大
き
い
と
思
う
。　

　

野
フ
ェ
ス
で
の
キ
ャ
ン
プ

は
当
初
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
参

加
す
る
た
め
の
宿
泊
手
段
と

し
て
、
安
い
キ
ャ
ン
プ
道
具

を
使
い
捨
て
に
近
い
感
覚
で

購
入
し
て
い
た
人
達
が
ほ
と

ん
ど
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
フ

ェ
ス
会
場
で
ア
ウ
ト
ド
ア
メ

ー
カ
ー
が
キ
ャ
ン
プ
用
具
な

ど
を
P
R
し
た
こ
と
も
あ
り

野
フ
ェ
ス
参
加
者
の
中
に
ア

ウ
ト
ド
ア
用
品
に
興
味
を
持

つ
人
達
も
出
始
め
た
。
最
近

で
は
、
野
フ
ェ
ス
自
体
も
、

音
楽
中
心
の
イ
ベ
ン
ト
か
ら

ア
ウ
ト
ド
ア
で
の
ん
び
り
過

ご
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
よ

う
な
野
フ
ェ
ス
も
登
場
し
て

い
る
。

　

そ
う
し
た
人
の
中
に
は
、

道
具
に
こ
だ
わ
り
、
有
名
ブ

ラ
ン
ド
の
用
品
を
揃
え
る
人

な
ど
も
増
え
て
い
る
。
そ
う

し
た
ユ
ー
ザ
ー
の
志
向
に
反

応
し
て
、
雑
誌
社
か
ら
は
フ

ィ
ー
ル
ド
ラ
イ
フ
、
ゴ
ー
ア

ウ
ト
、
ラ
ン
ド
ネ
、
ピ
ー
ク

ス
な
ど
ア
ウ
ト
ド
ア
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
や
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
に
特
化
し
た
新
し
い
雑

誌
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
新
し
い
ユ
ー
ザ

ー
の
登
場
と
新
し
い
メ
デ
ィ

ア
の
台
頭
に
よ
り
、
こ
れ
ま

て
い
る
。
こ
う
し
た
様
々
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ

た
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
の
な
い

団
体
で
も
受
け
入
れ
が
可
能

に
な
り
、
顧
客
層
を
拡
げ
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

以
前
は
10
サ
イ
ト
の
み
ぺ

ッ
ト
可
と
し
て
い
た
が
、
現

在
は
全
サ
イ
ト
ペ
ッ
ト
可
と

し
ペ
ッ
ト
雑
誌
と
提
携
し
た

ペ
ッ
ト
連
れ
専
用
宿
泊
施
設

や
ド
ッ
グ
ラ
ン
、「
ワ
ン
ち

ゃ
ん
用
温
泉
」、
ペ
ッ
ト
預

か
り
所
、
ペ
ッ
ト
グ
ッ
ズ
シ

ョ
ッ
プ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の

ペ
ッ
ト
の
受
け
入
れ
な
ど
、

ペ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
に
対
応
し

た
施
設
も
作
っ
た
。

　

そ
の
際
、
細
か
な
ル
ー
ル

や
ペ
ッ
ト
の
施
設
利
用
料
な

ど
も
新
た
に
設
定
し
た
。

　

当
初
は
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て

い
な
い
利
用
者
と
の
ト
ラ
ブ

ル
も
懸
念
さ
れ
て
い
た
が
、

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
な
く
、

現
在
少
し
ず
つ
、
ペ
ッ
ト
入

場
の
制
限
エ
リ
ア
を
拡
げ
て

い
る
。

　

茨
城
県
に
あ
る
当
キ
ャ
ン

プ
場
で
は
利
用
者
の
60
％
が

首
都
圏
在
住
で
、
パ
ソ
コ
ン

世
代
の
30
代
か
ら
40
代
が
中

番
有
効
だ
と
感
じ
て
い
る
の

が
予
約
開
始
時
の
空
き
状
況

の
発
信
で
、
事
前
に
空
き
状

況
を
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
問

い
合
わ
せ
の
数
が
減
り
、
利

用
者
が
第
2
希
望
を
検
討
し

た
上
で
連
絡
し
て
く
る
の

で
、
満
室
に
よ
り
断
る
電
話

の
件
数
が
減
少
し
た
。
そ
の

結
果
以
前
よ
り
効
率
的
に
予

約
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

心
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
昨

今
の
キ
ャ
ン
パ
ー
は
ネ
ッ
ト

に
よ
る
情
報
収
集
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
る
こ
と
を
強
く

感
じ
る
。

　

今
年
か
ら
開
始
し
た
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
の
内
容
は
、
定

期
的
な
時
期
に
登
録
者
へ
の

ア
ピ
ー
ル
。
イ
ベ
ン
ト
開
催

の
案
内
、
予
約
開
始
日
な
ど

変
更
な
ど
の
案
内
、
予
約
の

開
始
の
案
内
。
電
話
が
殺
到

す
る
予
約
開
始
時
の
空
き
状

況
の
発
信
と
大
き
く
4
種
類

に
分
か
れ
る
。
こ
の
中
で
一

「
キ
ャ
ン
プ
ネ
ッ
ト
予
約
管

理
シ
ス
テ
ム
」
は
こ
れ
ま

で
、
キ
ャ
ン
プ
場
以
外
の
企

業
が
作
っ
て
き
た
、
キ
ャ
ン

プ
場 

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

「
野
フ
ェ
ス
」
育
ち
の

　
　

キ
ャ
ン
パ
ー
を
捉
え
る

月
刊
ガ
ル
ヴ
ィ
編
集
長　

沖
田 
雅
生
氏

沖田氏

「メールマガジンの
活用について」

大子広域公園オートキャンプ場
支配人 小松和人氏

「オンライン予約
システムについて」
信州伊那谷キャンパーズビレッジ
オーナー 鈴木道郎氏

志村氏

小松氏

で
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
パ

ー
と
違
っ
た
ユ
ー
ザ
ー
層
が

生
ま
れ
、
増
え
て
い
る
。
ガ

ル
ヴ
ィ
の
読
者
層
に
も
こ
う

し
た
ユ
ー
ザ
ー
が
増
え
て
お

り
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
者

の
中
で
も
増
加
し
て
い
る
と

見
て
い
る
。

　

そ
の
キ
ャ
ン
プ
ス
タ
イ
ル

は
、
こ
れ
ま
で
の
定
番
ス
タ

イ
ル
「
ド
ー
ム
テ
ン
ト
と
タ

ー
プ
」
だ
け
で
は
な
く
、
テ

ィ
ピ
ー
型
テ
ン
ト
に
タ
ー
プ

は
張
ら
ず
、
青
空
の
下
に
テ

ー
ブ
ル
や
イ
ス
を
並
べ
た
り

ま
た
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
な
用
品

を
愛
用
す
る
な
ど
、
自
分
の

個
性
的
な
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し

ん
で
い
る
人
が
多
い
。
一
方

ベ
テ
ラ
ン
が
使
う
よ
う
な
用

品
を
使
っ
て
い
て
も
、
ベ
テ

ラ
ン
と
い
う
わ
け
で
は
な
く

キ
ャ
ン
プ
歴
は
4
〜
5
年
と

浅
い
人
も
少
な
く
な
い
。

　

そ
う
し
た
新
し
い
ユ
ー
ザ

ー
に
向
け
て
キ
ャ
ン
プ
場
で

は
、
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
め
る

だ
け
で
な
く
、
プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要

だ
。
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
、
M
T
B
、
シ
ャ
ワ
ー

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
、
自
然

体
験
講
座
の
よ
う
な
キ
ャ
ン

プ
場
の
特
性
を
活
か
し
た
も

の
を
増
や
す
こ
と
で
、
積
極

的
に
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
を
求

め
る
新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ー
層

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　

も
う
一
つ
、
こ
う
し
た
新

し
い
ユ
ー
ザ
ー
の
特
徴
に
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情

報
収
集
が
上
げ
ら
れ
る
が
、

こ
れ
は
新
し
い
ユ
ー
ザ
ー
層

に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が

ネ
ッ
ト
予
約
を
中
心
と
し
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情

報
発
信
を
今
後
今
以
上
に
充

実
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
。
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東
海
地
方
を
中
心
に
活
動

す
る
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ク
ラ
ブ

「
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ー
ズ
」

が
創
立
20
周
年
を
迎
え
、

2
0
1
1
年
4
月
16
日（
土
）

17
日
（
日
）
竜
洋
海
洋
公
園

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
に
於
い

て
、
創
立
20
周
年
記
念
式
典

が
行
わ
れ
る
。

　

同
ク
ラ
ブ
1
9
9
1
年
に

「
自
由
で
マ
ナ
ー
を
も
っ
て

キ
ャ
ン
プ
ラ
イ
フ
を
楽
し
も

う
」
と
い
う
呼
び
か
け
に
集

ま
っ
た
11
フ
ァ
ミ
リ
ー
か
ら

始
ま
っ
た
。
そ
し
て
同
年
7

月
に
ミ
ヤ
シ
タ
ヒ
ル
ズ
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
で
プ
レ
キ
ャ

ン
プ
、
9
月
に
は
西
富
士
オ

ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
で
設
立
記

念
キ
ャ
ン
プ
行
い
、
そ
の
後

東
海
地
域
を
中
心
に
キ
ャ
ン

プ
を
行
う
な
ど
活
動
を
続
け

て
き
た
。

　

会
長
は
初
代
会
長
の
福
田

尚
氏
か
ら
藤
掛
英
喜
氏
へ
と

な
り
、
現
在
は
藁
谷
喜
世
志

氏
が
務
め
る
。

　

同
ク
ラ
ブ
で
は
20
周
年
記

念
式
典
と
16
日
に
行
わ
れ
る

前
夜
祭
に
参
加
す
る
キ
ャ
ン

パ
ー
を
募
集
し
て
い
る
。

　

参
加
費
は
7
0
0
0
円
。

締
め
切
り
は
2
月
28
日
。

　

参
加
希
望
者
は
同
ク
ラ
ブ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://

c
a
m
p
e
r
s
.w
e
b
.

in
fo
s
e
e
k
.c
o
.jp

に

申
込
む
か
藁
谷
氏
0
9
0
・ 

8
9
5
9
・
0
3
9
4
ま
で

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
続
く
）
の

予
約
管
理
シ
ス
テ
ム
を
キ
ャ

ン
プ
場
の
オ
ー
ナ
ー
が
集
ま

り
作
り
上
げ
た
も
の
で
、
ホ

テ
ル
な
ど
既
存
の
宿
泊
施
設

の
予
約
シ
ス
テ
ム
を
応
用
し

た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
の

が
こ
れ
ま
で
の
も
の
と
大
き

く
違
う
。
顧
客
の
管
理
か
ら

予
約
状
況
の
管
理
、
一
括
の

メ
ー
ル
配
信
な
ど
、
キ
ャ
ン

プ
場
の
予
約
管
理
の
機
能
が

入
っ
た
シ
ス
テ
ム
。

　

料
金
の
設
定
、
レ
ン
タ
ル

用
品
な
ど
キ
ャ
ン
プ
場
に
よ

っ
て
異
な
る
条
件
は
各
キ
ャ

ン
プ
場
で
設
定
で
き
、
様
々

な
キ
ャ
ン
プ
場
で
利
用
で
き

る
シ
ス
テ
ム
。

　

こ
う
し
た
機
能
を
使
い
、

現
在
、
予
約
作
業
の
大
き
な

省
力
化
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
移
動
時
な
ど
も
予

約
の
管
理
が
可
能
な
の
で
、

時
間
や
場
所
を
選
ば
ず
作
業

が
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

も
キ
ャ
ン
プ
場
運
営
の
省
力

化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

今
年
の
9
月
18
日
・
19
日

公
認
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
指
導

者
の
佐
藤
敦
美
氏
ら
の
協
力

で
燻
製
や
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン

教
室
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

た
。
そ
れ
ま
で
キ
ャ
ン
プ
場

に
い
る
人
た
ち
が
一
つ
に
集

ま
る
機
会
が
な
か
っ
た
が
、

今
回
、
参
加
者
が
集
ま
る
機

会
が
あ
り
、
キ
ャ
ン
プ
場
に

い
た
殆
ど
の
方
が
集
ま
り
、

い
ろ
い
ろ
な
話
を
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
キ
ャ
ン
プ
場
だ

け
で
は
、
こ
う
し
た
催
し
を

開
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

が
キ
ャ
ン
プ
場
周
辺
の
資
源

を
活
か
し
て
、
今
後
も
こ
う

し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
こ
う
と
思
う
。

　

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

「
予
約
が
と
り
づ
ら
い
の
で

ロ
グ
キ
ャ
ビ
ン
な
ど
宿
泊
施

設
を
増
や
し
て
欲
し
い
」
な

ど
の
声
が
多
く
、
建
設
の
検

討
も
さ
れ
た
が
、
立
地
上
、

文
化
財
保
護
法
な
ど
も
関
わ

る
た
め
建
設
す
る
こ
と
は
難

し
い
。
他
に
も
利
用
者
の
声

と
し
て
「
レ
ン
タ
ル
一
式
借

り
る
と
料
金
が
高
い
」「
初

心
者
な
の
で
設
営
の
仕
方
を

教
え
て
欲
し
い
」
な
ど
の
要

望
が
あ
り
、
利
用
者
の
利
便

性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
サ

イ
ト
と
レ
ン
タ
ル
一
式
を
セ

ッ
ト
に
し
た
「
手
ぶ
ら
キ
ャ

ン
プ
」
を
実
施
し
た
。

　

ま
た
用
品
メ
ー
カ
ー
の
コ

ー
ル
マ
ン
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

レ
ン
タ
ル
用
品
を
全
て
コ
ー

ル
マ
ン
で
統
一
し
た
ス
ペ
シ

ャ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
併
せ
て

開
始
し
た
。

　

3
年
目
を
経
過
し
「
手
ぶ

ら
キ
ャ
ン
プ
」
は
、
始
め
た

当
初
よ
り
も
30
％
ア
ッ
プ
し

順
調
に
推
移
し
た
。
利
用
者

の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
「
利
用

し
や
す
か
っ
た
」「
テ
ン
ト

の
設
営
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ

て
助
か
っ
た
」
な
ど
好
評
を

頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

ズ
ン
の
値
上
げ
を
行
っ
た
が

特
に
大
き
な
問
題
は
起
き
な

か
っ
た
。
同
時
に
平
日
利
用

料
金
を
下
げ
た
が
集
客
効
果

は
ま
だ
現
れ
て
い
な
い
」

「
グ
ル
ー
プ
と
家
族
の
キ
ャ

ン
プ
で
は
活
動
時
間
の
違
い

か
ら
お
互
い
に
不
快
な
思
い

を
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か

ら
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
の
予
約
は

家
族
客
だ
け
に
絞
っ
た
」
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

サ
イ
ト
や
建
物
の
付
加
価

値
を
上
げ
る
方
法
で
は
「
宿

泊
施
設
に
ド
ッ
グ
ラ
ン
な
ど

を
設
け
る
」「
自
然
体
験
の

場
を
提
供
す
る
」「
ケ
ー
タ

リ
ン
グ
な
ど
で
食
材
を
提
供

す
る
」「
プ
レ
ミ
ア
感
の
あ

る
宿
泊
設
備
を
設
け
る
」
な

ど
の
事
例
が
挙
げ
ら
れ
た
。

そ
の
一
方
で
宿
泊
施
設
は
増

や
さ
ず
、
レ
ン
タ
ル
用
品
も

扱
わ
な
い
と
い
う
キ
ャ
ン
プ

場
も
あ
り
、
キ
ャ
ン
プ
場
の

立
地
環
境
や
運
営
の
方
法
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
の
大

切
さ
も
浮
き
彫
り
に
さ
れ

た
。

　

分
科
会
後
の
全
体
会
は
各

組
で
協
議
さ
れ
た
内
容
が
報

告
さ
れ
、
参
加
者
の
渡
邊
氏

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な

り
次
の
よ
う
に
ま
と
め
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
の
個
性
を
は

っ
き
り
と
打
ち
出
し
、
そ
れ

を
続
け
て
運
営
し
て
い
く
こ

と
で
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
個
性

を
利
用
者
に
伝
え
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
ユ
ー
ザ
ー

の
声
や
時
代
に
併
せ
て
、
新

し
い
こ
と
を
試
し
、
キ
ャ
ン

プ
場
の
個
性
に
合
わ
せ
て
取

り
入
れ
て
行
く
こ
と
も
必
要

で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
運
営
を
続
け
て

い
く
た
め
に
は
、
ス
タ
ッ
フ

を
含
め
て
キ
ャ
ン
プ
場
全
体

が
活
気
の
あ
る
「
元
気
な
場

所
」
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。

◆

参
加
者
は
左
記
の
通
り

　

杉
田
大
輔
・
弥
生
い
こ
い

の
広
場
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

（
青
森
県
）、
佐
々
木
功
ふ

れ
あ
い
ら
ん
ど
岩
泉
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
（
岩
手
県
）、

田
代
嘉
宏
・
志
村
正
樹
・
羽

鳥
湖
高
原
レ
ジ
ー
ナ
の
森

（
福
島
県
）、
佐
藤
治
夫
・

桧
原
西
湖
畔
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
（
福
島
県
）、
小
松
和

人
・
大
子
広
域
公
園
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
（
茨
城
県
）、

渡
辺
純
・
サ
ン
タ
ヒ
ル
ズ
オ

ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
（
栃
木

県
）
小
堀
智
久
・
赤
城
山
オ

ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
（
群
馬

県
）
鈴
木
信
夫
・
有
野
実
苑

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
（
千
葉

県
）、
五
戸
進
・
ボ
ス
コ
・

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
べ
ー
ス

（
神
奈
川
県
）、
河
西
浩
司

・
ウ
エ
ス
ト
リ
バ
ー
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
（
山
梨
県
）、

渡
邊
義
之
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー

パ
ー
ク
（
静
岡
県
）、
長
倉

建
治
・
戸
田
は
か
ま
滝
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
（
静
岡
県
）、

成
田
聖
・
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
フ

ィ
ー
ル
ド
木
曾
古
道
（
長
野

県
）、
鈴
木
道
郎
・
信
州
伊

那
谷
キ
ャ
ン
パ
ー
ズ
ビ
レ
ッ

ジ
（
長
野
県
）、
土
井
孝
之

・
青
川
峡
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
パ

ー
ク
（
三
重
県
）、
米
田
淳

・
朝
日
ヒ
ス
イ
海
岸
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
（
富
山
県
）、

寺
澤
学
・
赤
礁
崎
オ
ー
ト
キ

ャ
ン
プ
場
（
福
井
県
）、
柘

植
寛
・
福
岡
ロ
ー
マ
ン
渓
谷

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
（
岐
阜

県
）、
山
下
恭
典
・
森
の
ひ

と
と
き
キ
ャ
ン
プ
パ
ー
ク

（
兵
庫
県
）
須
安
道
秀
・
大

鬼
谷
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

（
広
島
県
）、
須
田
元
樹
・

竜
王
山
公
園
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
（
山
口
県
）
西
川
進
・

ま
ぜ
の
お
か
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
（
徳
島
県
）
竹
本
琢
実

・
徳
島
県
月
見
が
丘
海
浜
公

園
（
徳
島
県
） 

（
敬
称
略
）

　

参
加
者
が
2
つ
に
分
か
れ

た
分
科
会
で
は
、
キ
ャ
ン
プ

場
の
集
客
・
収
益
の
ア
ッ
プ

の
方
法
と
し
て
様
々
な
具
体

的
事
例
が
出
さ
れ
た
。

　
「
近
年
、
サ
イ
ト
よ
り
も

人
気
が
高
く
、
天
気
の
影
響

を
受
け
に
く
い
、
建
物
を
増

や
す
」「
サ
イ
ト
を
車
の
台

数
に
併
せ
て
変
化
を
つ
け
繁

忙
期
の
空
き
を
で
き
る
だ
け

少
な
く
す
る
」「
ハ
イ
シ
ー

鈴木氏長倉氏

指導者との連携について
戸田はかま滝オートキャンプ場
 長倉建治氏

キ
ャ
ン
プ
場
は「
元
気
な

場
所
」で
あ
る
こ
と
が
必
要

分 科 会「手ぶらキャンプと
その効果」

赤礁崎オートキャンプ場
キャプテン 寺澤 学氏

寺澤氏

20
周
年
記
念
キ
ャ
ン
プ

　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

名
古
屋

キ
ャ
ン
パ
ー
ズ 全 体 会

分科会では、テーマに沿った話の他、運
営上の問題なども出され、他のキャンプ
場が解決例を上げて解説する場面もあっ
た

会
場
内
で
は
真
剣
な
表
情
だ
が
、
会
場
外
で
は
、
同
じ
業

種
の
仲
間
と
し
て
、
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
話
合
う
姿

も
あ
り
和
気
あ
い
あ
い
、
と
い
っ
た
雰
囲
気
だ
っ
た
。



　コールマンのフラッグシップで、技術と素材の贅を尽くしたキャンピン
グギアの最高峰である「マスターシリーズTM」は、キャンプライフに一層
の寛ぎを提供するため“コンフォート（心地良さ）”と“利便性”を素材の
一つ一つから追求したコールマンの最上級ブランド。2011年そのシリー
ズに新たな５つの製品が加わります。
　極上の座り心地と収納性を兼ね備えたチェアや、デザイン性に優れワン
タッチで設営可能なキッチンテーブルなど、“大人のキャンプ”に一層の寛
ぎをもたらしてくれる「コンフォートマスター TM」シリーズで、極上の空
間と時間を是非お楽しみ下さい。

コールマンが誇るアウトドアアイテムの“最上級”ブランド
3月上旬「コンフォートマスター」シリーズに

新アイテムが登場

コンフォートマスターTM　ワンタッチキッチンテーブル
参考価格16,380円（税込）

コンフォートマスターTM　スリムキャンバスチェア
参考価格8,800円（税込）

年越しキャンプ
を楽しもう

年
越
し
イ
ベ
ン
ト
で
賑
わ
う

大
子
広
域
公
園
A
C
。

伊
勢
志
摩
エ
バ
ー
グ
レ
イ
ズ

の
オ
イ
ス
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

女
の
子
に
大
人
気
？
竜
王
山

キ
ャ
ン
プ
場
の
書
き
初
め
。

ビジネスからファミリーまで
●秋葉原駅から徒歩2分

●広い部屋・大きなベット。ゆったりとくつろげます。

●この便利さで低料金。特に土・日・祝日は大サービス。

〒１０１-００２５東京都千代田区
神田佐久間町３-３７

電話03-3866-2244
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年
末
年
始
は
隠
れ
た
キ
ャ

ン
プ
シ
ー
ズ
ン
。

　

静
か
な
夜
を
テ
ン
ト
や
キ

ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
中
で
過

ご
す
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
人
も
多
い
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
で
も
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
で
年
越
し
を
盛
り

上
げ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
も
全

国
に
あ
る
。

　

年
越
し
蕎
麦
、
餅
つ
き
、

カ
ル
タ
作
り
、
地
元
伝
統
の

お
雑
煮
、
牡
蛎
プ
レ
ゼ
ン
ト

打
ち
上
げ
花
火
、
抽
選
会
、

年
が
明
け
て
元
旦
の
初
日
の

出
、
な
ど
キ
ャ
ン
プ
場
や
地

元
の
特
徴
を
活
か
し
た
た
く

ず
。
冬
用
の
装
備
が
あ
れ
ば

多
少
の
寒
さ
も
お
正
月
の
い

い
思
い
出
に
な
る
の
で
は
。

　

全
国
の
主
な
年
越
し
キ
ャ

ン
プ
を
行
っ
て
い
る
キ
ャ
ン

プ
場
を
紹
介
。

さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
。

　

行
く
年
を
惜
し
み
な
が
ら

空
の
色
や
風
を
感
じ
、
焚
き

火
を
囲
ん
で
過
ご
す
時
間

は
、
い
つ
も
の
キ
ャ
ン
プ
と

は
一
味
違
う
も
の
に
な
る
は

キャンプ場名 イベント名 開催期間 参加費 内　容 所在地 電話番号

羽鳥湖高原レジーナの森
カウントダウン

新春イベント
12 月 31 日
～ 1 月 1 日

なし カウントダウン花火大会、新春餅つき大会
福島県岩瀬郡
天栄村

(0248)85-2525

  ふくしま県民の森
　　フォレストパークあだたら

2011 年新春！
餅つき

1 月 1 日 なし
臼と杵を使った昔ながらの餅つきを体験。
ついたお餅で新年をお祝い。

福島県安達郡
大玉村

(0243)48-2040

    大子広域公園
　　　  オートキャンプ場

グリンヴィラ
年越しキャンプ

12 月 31 日
～ 1 月 1 日

なし
名人が指導するそば打ち体験の他、甘酒や
焼き芋の配布、大抽選会他

茨城県久慈郡
大子町

(0295)79-0031

日川浜オートキャンプ場
ほぼ日本一早い

“日の出キャンプ”
12 月 31 日
～ 1 月 3 日

なし
徒歩７分の海岸で「本州で最も早い」初日
の出。スラックライン体験も

茨城県神栖市 (0299)97-0567

ファミリーパーク那須高原
行く年来る年

キャンプ大会
12 月 31 日
～ 1 月 1 日

一部
有料

年越しそば、お餅つきとつきたて餅のサー
ビス、手打そばコーナーも

栃木県那須郡
那須町

(0287)60-1058

ＡＣＮオーキャン宝島 お楽しみ福引き大会
1 月 1 日

～ 1 月 4 日
なし 空くじなしの「お楽しみ福引き大会！」

栃木県塩谷郡
塩谷町

(0287)45-2225

 オートキャンプ
　　　しあわせの丘リゾート

年忘れ
お楽しみビンゴ大会

12 月 31 日 なし
年越しそばとビンゴ大会。場内に「日本水仙」
が咲き揃う

千葉県勝浦市 (0470)70-1126

清里丘の公園オートキャンプ場 年越し営業あり 山梨県北杜市 (0551)48-2300

   キャンプファーム
　　　　　 いなかの風

年越し花火＆
  カウントダウン

12 月 31 日
～ 1 月 1 日

なし
年越しそばを食べ、打ち上げ花火を見なが
ら年越しパーティー

長野県上伊那郡
飯島町

(0265)86-6655

ＮＥＯキャンピングパーク 年末年始イベント
12 月 31 日
～ 1 月 2 日

なし
餅つき大会、ビンゴ大会、年越しそば、お
楽しみ袋プレゼントも

岐阜県本巣市 (0581)38-9022

竜洋海洋公園オートキャンプ場 年末年始イベント
12 月 29 日
～ 1 月 3 日

一部
有料

そば打ち体験、お正月飾りクラフト、餅つ
き大会、新春運試し大会ほか

静岡県磐田市 (0538)59-3180

志摩オートキャンプ場
年越しキャンプを
  楽しもう in 志摩

12 月 31 日
～ 1 月 1 日

なし
カキ＆五色貝のふるまい、お餅つき。サイ
トの利用時間もゆったり。

三重県志摩市 (0599)85-6500

Magotaro Auto Camp
（MAC）

年越しイベント
12 月 31 日
～ 1 月 3 日

なし
年越しそば振る舞い、餅つき大会、地元産
カキのサービス

三重県北牟婁郡
紀北町

(0597)47-5371

キャンプ inn 海山 初日の出ツアー 1 月 1 日 50 円
熊野灘に昇る初日の出。冷えた空気の水平
線から登る大陽は圧巻

三重県北牟婁郡
紀北町

(0597)33-0077

青川峡キャンピングパーク
ニューイヤー
  フェスティバル

12 月 31 日
～ 1 月 2 日

なし
そば打ち、紙芝居、バナナのたたき売り、
巨大カルタ作り他

三重県いなべ市 (0594)72-8300

伊勢志摩エバーグレイズ
ウインター
  ホリデイズ

12 月 26 日
～ 1 月 3 日

なし
セルガキを各サイトに 10 個進呈、オイス
ターパーティーやカウントダウンも

三重県志摩市
磯部町

(0599)55-3867

竜王山公園オートキャンプ場 竜王山のお正月 1 月 1 日 なし
竜王山の日の出参加者にぜんざいをふるま
う他、餅つきや書き初めも

山口県
山陽小野田市

(0836)89-0055

ホッ！とステイまんのう
香川の
 お雑煮プレゼント

1 月 1 日 なし
香川県伝統のお雑煮のふるまい。あんこの
お餅のお雑煮は絶品

香川県仲多度郡
まんのう町

(0877)79-1717

オートキャンプ場とまろっと おもちのサービス
12 月 31 日
～ 1 月 1 日

なし
12 月 31 日宿泊の方におもちをプレゼン
ト。

高知県四万十市 (0880)33-0101

ひなもりオートキャンプ場 年越し営業あり 宮崎県小林市 (0984)23-8102
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日
本
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ

協
会
が
毎
年
4
月
に
東
京
都

の
代
々
木
公
園
で
行
な
わ
れ

て
き
た
「
ア
ウ
ト
ド
ア

代
々
木
の
シ
ョ
ー
を
一
新

「
ア
ウ
ト
ド
ア 

デ
イ 

ジ
ャ
パ
ン
」
に

2
0
×
×
・
日
本
オ
ー
ト
キ

ャ
ン
プ
シ
ョ
ー
」
が
来
年
か

ら
、「
ア
ウ
ト
ド
ア
・
デ
イ

・
ジ
ャ
パ
ン
2
0
1
1
」
と

し
て
大
き
く
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
て
開
催
さ
れ
る
。

　

今
年
10
年
の
節
目
を
迎
え

11
回
目
を
新
し
い
体
制
で
開

催
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、

新
し
い
時
代
に
合
わ
せ
て
タ

イ
ト
ル
を
変
え
イ
メ
ー
ジ
も

一
新
。
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
だ

け
で
な
く
、
ア
ウ
ト
ド
ア
の

楽
し
み
を
幅
広
く
一
般
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

　

同
協
会
で
は
こ
れ
ま
で
の

ス
タ
ッ
フ
に
イ
ベ
ン
ト
専
門

ス
タ
ッ
フ
が
加
わ
っ
た
実
行

委
員
会
を
組
織
し
イ
ベ
ン
ト

の
内
容
を
よ
り
一
層
充
実
さ

せ
る
と
い
う
。

　

ア
ウ
ト
ド
ア
2
0
×
×
は

2
0
0
1
年
、
代
々
木
国
立

競
技
場
の
園
地
で
初
め
て
開

催
以
来
、
2
0
0
6
年
よ
り

会
場
を
現
在
の
代
々
木
公
園

B
地
区
に
移
し
、
オ
ー
ト
キ

ャ
ン
プ
を
中
心
と
し
た
ア
ウ

ト
ド
ア
の
用
品
や
キ
ャ
ン
プ

場
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
な

ど
の
展
示
を
通
し
て
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
の
普
及
と
ア
ウ
ト

ド
ア
の
楽
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
き
た
。

　

ア
ウ
ト
ド
ア
デ
イ
で
は
出

展
企
業
も
こ
れ
ま
で
以
上
に

広
く
出
展
を
呼
び
か
け
イ
ベ

ン
ト
の
内
容
を
充
実
さ
せ
イ

ベ
ン
ト
の
規
模
を
拡
大
し
、

マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
も
広
く
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

　

日
程
は
例
年
と
同
じ
4
月

第
2
週
末
4
月
9
日
（
土
）

10
日
（
日
）
で
会
場
も
同
じ

代
々
木
公
園
B
地
区
で
開
催

さ
れ
る
。

　

11
月
11
日
〜
15
日
に
台
湾

で
行
わ
れ
た
ア
ジ
ア
パ
シ
フ

ィ
ッ
ク
大
会
の
会
場
で
、
ア

ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
委
員
会

が
開
か
れ
、
今
後
の
ア
ジ
ア

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
大
会
の
開
催

予
定
な
ど
に
つ
い
て
話
合
わ

れ
た
。
日
本
、
台
湾
、
韓
国

各
国
の
代
表
者
の
他
、
今
年

か
ら
F
I
C
C
に
加
盟
し
た

中
国
は
初
の
出
席
。

　

2
0
1
1
年
の
大
会
に
つ

い
て
は
韓
国
で
10
月
に
開
催

が
決
定
。
会
場
な
ど
詳
細
に

つ
い
て
は
来
年
の
3
月
に
発

表
さ
れ
る
。

　

2
0
1
2
年
の
大
会
に
つ

い
て
は
中
国
で
の
開
催
が
決

ま
っ
た
が
、
中
国
で
は
台
湾

の
国
旗
が
掲
げ
ら
れ
な
い
、

台
湾
と
い
う
国
名
が
使
え
な

い
な
ど
、
に
つ
い
て
討
議
さ

れ
た
。
国
旗
を
使
わ
ず
ク
ラ

ブ
旗
の
み
を
使
用
す
る
、
な

キ
ャ
ン
プ
場
の
ス
タ
ッ
フ
も

指
導
者
資
格
認
定
講
習
会
・
東
京
で
開
催

　

全
国
で
活
動
す
る
公
認
オ

ー
ト
キ
ャ
ン
プ
指
導
者
（
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）
の
養
成

講
習
会
が
、
2
0
1
1
年
29

日
（
土
）・
30
日
（
日
）、
東

京
・
代
々
木
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
る
。

　

同
講
習
会
は
、
毎
年
日
本

オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ
協
会

（
J
A
C
）
が
行
な
っ
て
い

る
も
の
で
、
現
在
指
導
者
は

全
国
で
1
6
0
名
を
超
え

る
。
ベ
テ
ラ
ン
キ
ャ
ン
パ
ー

か
ら
キ
ャ
ン
プ
の
こ
と
に
つ

い
て
も
っ
と
知
り
た
い
人
、

ま
た
キ
ャ
ン
プ
場
の
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
こ
の
資
格
を
活
か

し
て
い
る
人
も
多
い
。

　

同
講
習
会
で
は
2
日
間
の

講
習
の
後
、
資
格
認
定
試
験

が
行
わ
れ
、
合
格
者
に
は
、

同
協
会
か
ら
公
認
オ
ー
ト
キ

ど
の
提
案
が
さ
れ
、
こ
う
し

た
課
題
に
つ
い
て
は
次
回
の

委
員
会
ま
で
、
検
討
し
て
い

く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

11
月
常
任
理
事
会
（
11
月

27
日
協
会
事
務
所
で
開
催
）

出
席
・
長
谷
川
会
長
、
高
橋

・
松
波
副
会
長
、
根
岸
専
務

理
事
、
明
瀬
、
玉
浦
、
松
永

渡
邊
、
土
井
常
任
理
事
、
小

俣
事
務
局
長
、
堺
課
長
。

　

▽
報
告
事
項
①
会
員
状
況

②
予
算
執
行
状
況
③
第
40
回

全
日
本
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
大

会
④
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

2
0
1
0
⑤
第
13
回
ア
ジ
ア

・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ラ
リ
ー
⑥

ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
委

員
会
⑦
ア
ウ
ト
ド
ア

2
0
1
1
。

　

▽
協
議
事
項
①
入
退
会
②

役
員
選
任
手
順
と
日
程
。

ャ
ン
プ
指
導
者
証
が
発
行
さ

れ
る
。

　

講
義
内
容
は
、
オ
ー
ト
キ

ャ
ン
プ
と
は
何
か
、
キ
ャ
ン

プ
を
指
導
す
る
に
あ
た
っ
て

自
然
と
ど
う
接
す
る
か
、
キ

ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
に
つ
い
て

仲
間
作
り
の
方
法
、
安
全
に

楽
し
む
た
め
に
は
、
キ
ャ
ン

プ
用
具
に
つ
い
て
、
な
ど
キ

ャ
ン
プ
の
楽
し
さ
を
人
に
伝

え
る
た
め
の
内
容
を
網
羅
し

て
い
る
。
講
師
に
は
、
大
学

教
授
を
は
じ
め
と
し
た
講
師

陣
が
担
当
す
る
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
資
格
を
活
用
し
て
い
る

人
の
他
、
キ
ャ
ン
パ
ー
で
あ

り
な
が
ら
キ
ャ
ン
プ
場
の
イ

ベ
ン
ト
に
協
力
し
て
い
る
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
も
多
い
。

　

参
加
費
は
受
験
審
査
料
を

含
め
て
1
万
1
0
0
0
円
。

認
定
試
験
に
合
格
の
際
に
は

別
途
登
録
料
5
0
0
0
円
と

写
真
が
必
要
と
な
る
。

　

問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
は

日
本
オ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
プ
協

会
03
・
3
3
5
7
・
2
8
5 

1
。

2011年1月

編
集
室
か
ら

　

先
日
の
全
国
を
低
気
圧
が

襲
い
、
突
然
の
豪
雨
に
見
舞

わ
れ
た
。

　

あ
い
に
く
、
雨
は
ち
ょ
う

ど
通
勤
時
間
に
当
た
り
バ
ス

停
ま
で
豪
雨
の
中
を
傘
を
さ

し
て
歩
く
こ
と
に
。

　

周
囲
が
白
く
霞
む
ほ
ど
の

土
砂
降
り
の
中
、
大
人
は
、

そ
れ
で
も
濡
れ
な
い
よ
う
に

と
肩
を
す
ぼ
め
て
歩
く
。

　

そ
ん
な
中
、
黄
色
い
帽
子

を
か
ぶ
っ
た
小
学
生
は
違
っ

た
。
土
砂
降
り
の
雨
が
日
頃

の
退
屈
な
景
色
を
一
変
し
て

く
れ
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
る

よ
う
に
喜
々
と
し
て
長
靴
で

水
た
ま
り
を
蹴
散
ら
し
、
傘

さ
え
満
足
に
さ
し
て
い
な
い

子
も
い
る
。

　

そ
の
光
景
に
思
わ
ず
微
笑

ん
だ
瞬
間
そ
れ
ま
で
肩
を
す

ぼ
め
て
、
こ
わ
ば
っ
て
い
た

体
が
緩
る
み
、
足
元
ば
か
り

を
見
て
い
た
視
界
が
急
に
開

け
た
。

　

日
頃
ひ
か
ら
び
て
い
る
道

の
横
の
U
字
溝
は
、
急
流
の

様
に
音
を
た
て
て
勢
い
よ
く

流
れ
、
平
ら
に
し
か
見
え
な

い
道
の
、
窪
ん
だ
場
所
に
は

大
き
な
水
た
ま
り
と
な
っ
て

い
る
。
そ
ん
な
こ
と
に
気
づ

い
た
ら
少
し
楽
し
く
な
っ
て

き
た
。
雨
の
日
の
キ
ャ
ン
プ

で
は
顔
も
曇
り
が
ち
だ
が
、

こ
う
し
て
笑
顔
に
な
っ
て
み

る
と
見
え
な
い
も
の
が
見
え

る
か
も
し
れ
な
い
。

　

気
持
ち
は
楽
し
め
た
が
バ

ス
停
に
着
く
頃
に
は
全
身
ビ

シ
ョ
濡
れ
、
靴
の
中
は
満
水

状
態
だ
っ
た
。 

（
さ
）

会
議
メ
モ
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全
国
に
展
開
す
る
ア
ウ
ト
ド
ア
シ

ョ
ッ
プ
「
ワ
イ
ル
ド
1
」
で
ピ
ー
ト

（
泥
炭
）
の
パ
ウ
ダ
ー
、
ス
モ
ー
ク

チ
ッ
プ
の
発
売
開
始
。

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
炭
に
加
え
る
だ

け
で
燻
製
の
香
り
に
。

B
B
Q
に
香
り
を

「
ピ
ー
ト
」リ
バ
ー
ス
イ
ン
ポ
ー
ト

新
製
品
ナ
ビ

～絶品ダッチオーブン料理～

「ミートローフ」

塩原真知子（しおはら・まちこ）
移動アウトドアショップ・イーキャンパー広報イベント担当。
店頭でダッチオーブンを使ったお菓子やパンの作りを紹介するほか、キャンプ場
などで行うイベントでは、料理教室なども開催している。

　ダッチオーブンを使えば肉汁
やうまみを閉じ込め、ふっくら
美味しく焼き上がるミートロー
フ。トマトケチャップなどを付
けてどうぞ。
〈下拵え〉
　ダッチオーブン10インチの
場合。中に高さ2cmの底上げを
して、底網を置き、蓋に豆炭を
上11個、下10個（170℃、中火）
置いて予熱する。
　パウンド型にクッキングシー
トを敷くかバターを塗る。うず
らの卵は茹でて殻を剥き、人参
は茹でておきます。
〈作り方〉
①パン粉に牛乳を入れてしっと

りさせ、Ａを加えて粘りが出る
までよく混ぜる。
②うずらの玉子、人参に小麦粉
を薄くまぶす。
③パウンド型に①の半量を敷き
詰め、②を中央にのせ、残りの
①を敷き詰める。
④③を台の上に数回軽く落とし
て中の空気を抜いて、上から軽
く押さえる。
⑤ダッチオーブン中火（170℃）
で30 ～ 40分くらい焼きます。
竹串を刺してみて、透明な肉汁
が出てくるまで焼く。
⑥焼きあがったら型のまま冷ま
し、冷めたら切り分け、ケチャ
ップを添えて出来上がり。

　

外
の
音
が
聞
こ
え
る
ア
ウ
ト
ド
ア
向

け
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
。

　

ア
ウ
ト
ド
ア
で
は
遮
音
性
の
高
い
も

の
は
危
険
を
伴
う
が
、
こ
れ
な
ら
周
囲

の
状
況
を
把
握
し
つ
つ
音
楽
を
楽
し
め

る
。
オ
ー
プ
ン
価
格
0
1
2
0
・
81
・

0
5
4
4

◆材料　18×9パウンド型1個分
A合挽肉 400ｇ
A玉葱 1/2個
Aコンソメ顆粒 小2
A卵 1個
A塩 小さじ1/2
Bパン粉 3/4カップ
B牛乳 30cc
人参 （1cm×18cm）2本
うずらの卵 5 ～ 6個
小麦粉 少々
ケチャップ 適宜

揺
ら
ぎ
の
心
地
よ
さ

　

炎
の
明
か
り
で
、
辺
り
を
ほ
ん
の
り
照
ら
す
温
か
み
の
あ
る
ラ
ン
タ
ン
。

　

燃
料
は
ガ
ス
な
の
で
、
煤
も
付
き
に
く
く
、
調
節
レ
バ
ー
で
簡
単
に
炎
の
大
き
さ
を
変
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
マ
ン
ト
ル
も
不
要
な
の
で
取
り
扱
い
も
簡
単
。
ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺
れ
る
灯

り
は
人
の
心
を
落
ち
着
か
せ
て
く
れ
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ
ー
ス
付
き
で
参
考
価
格

5
2
5
0
円
。
0
1
2
0
・
1
1
1
・
9
5
7
。

親の心構えも

　

本
紙
11
月
号
で
紹
介
し
た
カ

セ
ッ
ト
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
「
ガ
ス

ピ
ア
P
G
H
・
1
0
0
0
」
を

3
名
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
を
差
し
込
む

だ
け
で
、
後
は
普
通
の
ス
ト
ー

ブ
と
同
じ
よ
う
に
取
り
扱
い
簡

単
。

「
ク
レ
フ
A
リ
バ
ー
ス
サ

ウ
ン
ド
」イ
メ
ー
シ
ョ
ン

　

ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
に
、
ご
希
望
の
品
名
、
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
（
必
須
）・
会
員
か
一
般
（
本
紙
を
ど
こ
で
見
た
か
）・
本
紙

の
感
想
を
ご
記
入
の
上
、
左
記
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。
〒

1
6
0
・
0
0
0
8
東
京
都
新
宿
区
三
栄
町
12
清
重
ビ
ル
2
F
12
月

号
P
係
。
1
月
15
日
締
め
切
り
。（
頂
い
た
住
所
な
ど
の
個
人
情
報

は
こ
の
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
み
使
用
し
ま
す
）

周りの音も「
ル
ミ
エ
ー
ル
ラ
ン
タ
ン
」

コ
ー
ル
マ
ン
ジ
ャ
パ
ン

新刊案内

　
「
キ
ャ
ン
プ
は
子
ど
も
に
良
い
」
と
い
う
の
は
分
か
っ
て
い
る
け
ど
実
際
ど

ん
な
効
果
が
あ
る
の
か
を
実
例
を
交
え
て
キ
ャ
ン
プ
の
「
効
能
」
を
紹
介
。

　

そ
の
ほ
か
、
初
め
て
の
時
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
や
、
そ
の
際

の
親
の
態
度
に
も
触
れ
る
。「
親
が
口
や
手
を
出
し
す
ぎ
る
の
は
ダ
メ
」
の
章

で
は
細
か
な
親
の
心
の
持
ち
よ
う
に
も
触
れ
、
改
め
て
自
分
の
キ
ャ
ン
プ
の
時

の
態
度
を
見
直
す
機
会
に
も
。
映
像
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
坂
田
氏
は
ア
マ
ゾ
ン

の
生
活
経
験
な
ど
幅
広
い
ア
ウ
ト
ド
ア
経
験
を
も
つ
。

「キャンプに連れて行く
　　親は子供を伸ばす」
坂田和人・扶桑社・1365円

読　者　プ　レ　ゼ　ン　ト
冬のあったかキャンプグッズを

それぞれ3名に
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス

ス
ト
ー
ブ
を
3
名

ミ
ニ
で
カ
ラ
フ
ル
「
湯
た
ん
ぽ
ミ
ニ
」

パ
ー
ル
金
属

　

火
も
電
気
も
使
わ
な
い
昔
か
ら
の
暖

房
「
湯
た
ん
ぽ
」
が
カ
ラ
フ
ル
に
。

　

14
×
20
×
厚
さ
6
㎝
の
ミ
ニ
サ
イ
ズ

な
の
で
、
持
ち
運
び
に
も
便
利
。

　

カ
ラ
ー
は
イ
エ
ロ
ー
、
ピ
ン
ク
、
ラ

イ
ト
ブ
ル
ー
な
ど
6
種
類
か
ら
選
べ

温
か
く
肌
触
り
も
柔
ら
か
な
ボ
ア
タ
イ

プ
の
カ
バ
ー
付
き
。
1
6
0
0
円

　

こ
の
湯
た
ん
ぽ
を
3
名
の
方
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
（
色
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
）

　

ご
希
望
の
方
は
左
記
へ
。


